
会
長
挨
拶

歴
史
の
重
み
と
ご
恩
　
そ
し
て
新
し
い
時
代
へ
の
思
い

工
窓
会
会
長
　
田
中
正
彦

を
向
け
、
感
謝
の
念
を
持
つ
こ
と
と
ご
恩

を
お
返
し
す
る
た
め
に
も
、
母
校
に
関
わ

り
後
輩
に
目
を
向
け
、
そ
し
て
共
に
工
窓

会
員
が
支
え
合
う
、
そ
ん
な
会
に
な
り
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
新
し
く
令
和
の
時
代
に
入
り
ま

し
た
。
工
窓
会
も
ま
た
新
し
い
時
代
に
相

応
し
い
心
新
た
な
思
い
で
先
輩
も
後
輩
も

そ
し
て
こ
れ
か
ら
続
く
在
校
生
た
ち
を
共

に
包
み
込
み
、
共
に
社
会
に
お
役
立
ち
で

き
る
よ
う
な
人
そ
し
て
会
と
し
て
皆
々
様

と
と
も
に
発
展
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

最
後
に
く
ど
い
よ
う
で
す
が
、
来
た
る

七
月
十
三
日
（
土
）
松
江
市
千
鳥
町
に
あ

る
ホ
テ
ル
一
畑
に
て
工
窓
会
本
部
総
会
を

開
会
い
た
し
ま
す
。
今
年
は
卒
業
五
年
未

満
の
会
員
は
無
料
招
待
と
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
若
い
工
窓
会
員
は
誘
い
合
わ
せ
、

参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、
ま
た
諸

先
輩
方
も
一
年
に
一
度
の
懇
親
の
場
で
も

あ
り
ま
す
。
二
百
名
を
超
え
る
皆
様
を
お

迎
え
す
る
た
め
、
精
一
杯
の
準
備
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
翌
日
の
ゴ
ル
フ

も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
…
。

会
員
の
皆
々

様
、
お
元
気
で

お
過
ご
し
の
こ

と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

一
年
一
年
時
の

早
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
今
日
こ
の

頃
、
平
成
か
ら
新
元
号
「
令
和
」
へ
と
変
わ
り

ま
し
た
。
元
号
の
変
わ
り
目
は
あ
る
意
味
で
社

会
や
経
済
の
大
き
な
節
目
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
昨
年
の

工
窓
会
総
会
で
は
二
百
名
を
超
え
る
会
員
の
皆

様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
ま
た
一
昨
年
よ
り

恒
例
と
な
っ
た
母
校
吹
奏
楽
部
の
生
徒
た
ち
に

よ
る
素
敵
な
演
奏
や
歌
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
一
時
で
あ
り
ま
し
た
が
懐
か
し
く
ま
た
心

豊
か
に
な
れ
た
時
だ
と
感
謝
し
、
ま
た
今
年
も

七
月
十
三
日
に
皆
様
に
お
会
い
で
き
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

表
題
に
「
歴
史
の
重
み
と
ご
恩
」
と
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
昨
年
母
校
百
十
周
年

を
迎
え
、
さ
ら
に
本
年
は
母
校
定
時
制
の
八
十

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
す
。
三
万
名

を
超
え
る
会
員
が
物
づ
く
り
日
本
を
支
え
、
今

を
作
り
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
後
輩

で
あ
る
私
た
ち
が
そ
の
積
み
上
げ
た
歴
史
に
心

校 訓　選定者  中村　元先生

集まれ！
同志！

工窓会
総　会

令和元年７月13日■土 午後４時から
今年も「ホテル一畑」ですよ！
吹奏楽部による素敵な演奏があります！多数参加下さい！

工窓会総会に関するお問い合せ
松江工業高校（代）0852-67-2121　担当：大本

平成26年度卒（平成27年３月）以降の卒業生は、本年会費は無料です。是非参加してください。

◦懇親会／総会終了後　◦会　費／5，000円
◦会　場／ホテル一畑
　　　　　（松江市千鳥町30　TEL0852-22-0188）
お誘いあわせの上、多数の皆様のご出席をお願い致します。

ホテル
一畑

ホテル
白鳥

宍道湖

松江しんじ湖
温泉

宍
道
湖

し
じ
み
館

湖北ビル

431 千鳥南公園

一畑トラベルサービス本社
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工
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健

勝
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
平
素

よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
格
別
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
成
三
十
年
度
の
工
窓
会
総

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
四
月
一
日
に
出
雲
工
業
高
等
学
校

か
ら
本
校
に
赴
任
し
て
参
り
ま
し
た
吾
郷

信
博
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
松
江
工
業
高
校
で
の

勤
務
は
二
度
目
で
す
が
、
前
回
は
平
成

二
十
五
年
度
の
一
年
間
だ
け
で
し
た
。
県

内
最
大
の
歴
史
と
伝
統
あ
る
専
門
高
校
と

し
て
、
引
き
続
き
他
の
模
範
と
な
る
学
校

づ
く
り
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

去
る
三
月
一
日
に
は
、
全
日
制
課
程

二
一
四
名
、
定
時
制
課
程
二
名
の
卒
業
生

が
学
び
舎
を
巣
立
ち
、
工
窓
会
員
の
一
員

　

ご
あ
い
さ
つ

校
長
　
吾
郷　

信
博

に
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
年
県
内

外
よ
り
大
変
多
く
の
求
人
を
頂
き
、
特
に

県
内
企
業
か
ら
の
求
人
は
こ
こ
数
年
間
で

見
て
も
増
加
の
一
途
で
あ
り
、
本
校
卒
業

生
へ
の
期
待
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
多
く

の
卒
業
生
が
地
元
企
業
へ
就
職
し
、
会
員

の
皆
様
と
と
も
に
地
域
産
業
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
四
月
九
日
に
は
、

全
日
制
課
程
一
八
五
名
、
定
時
制
課
程

一
〇
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。
も
の

づ
く
り
教
育
を
通
し
て
、
地
域
及
び
島
根

県
の
活
力
ア
ッ
プ
に
貢
献
で
き
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

さ
て
、
在
校
生
は
明
る
く
元
気
で
挨
拶

も
よ
く
、
資
格
取
得
や
進
路
実
現
に
向
け

て
日
々
ひ
た
む
き
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
先
日
開
催
さ
れ
た
古
志
原
地
区
の
会

合
に
お
き
ま
し
て
も
「
工
業
生
が
よ
く
挨

拶
し
て
く
れ
る
」
と
い
う
お
褒
め
の
言
葉

を
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た
。
部
活
動
に
も
熱
心
に
励
み
、
昨
年
度

末
に
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校
選
抜
大
会
で

は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
と
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

部
が
団
体
ベ
ス
ト
十
六
の
成
績
を
収
め
る

な
ど
県
大
会
だ
け
で
な
く
、
中
国
・
全
国

大
会
に
お
い
て
も
多
く
の
部
活
動
が
活
躍

し
て
い
ま
す
。

最
近
は
授
業
の
様
子
も
随
分
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら
の
授
業
改

善
が
進
ん
で
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
や
ペ
ア

学
習
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
な
ど
に
よ
る

質
の
高
い
授
業
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
物
投
影
機
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を

整
備
し
、
教
員
は
日
々
工
夫
を
凝
ら
し
た

授
業
展
開
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
で
全
日
制
課
程
は
創
立
一
一
二

年
目
、
定
時
制
課
程
は
創
立
八
〇
周
年
を

迎
え
ま
す
。
定
時
制
課
程
の
記
念
式
典
等

に
つ
き
ま
し
て
は
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。急

速
に
変
化
す
る
未
来
社
会
に
向
け

て
、
自
信
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
人
材
の

育
成
に
向
け
て
教
職
員
一
同
一
層
努
力
し

て
参
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご

活
躍
と
工
窓
会
の
ご
隆
盛
を
お
祈
り
す
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

出雲空港カントリークラブ　TEL 0853-72-9145　〒699-0501  出雲市斐川町学頭３７３８－１
●スタート／午前8時35分から5組予約しています。
●参加申し込み／（株）さんびる　会長所属会社にて
                        TEL 0852-26-0335　FAX 0852-26-0339

FAX若しくは電話にてお申込み下さい　担当：福島・曳野

工窓会会員の親睦を図りましょう(^_-)-☆
第二回工窓会親睦ゴルフコンペを下記の通り開催します。奮って参加をお待ちしています。

令和元年7月14日■日（総会の翌日）
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進路決定率

科別進路状況、地域別進路状況、
就職内定率100％
進学決定率100％

（３）地域別就職状況

　　　　科

　区分

建築都
市工学 電子 電気 情報技術 電子機械 機械 計 合

計男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
県内 9 4 18 1 8 10 2 15 21 81 7 88

県

外

関　東 3 2 1 1 1 8 8
中　部 1 2 3 3
近　畿 1 1 1 4 3 4 13 1 14
中四国 5 3 11 1 7 8 35 35
その他
小　計 9 1 6 16 5 12 11 59 1 60
計 18 5 24 1 24 15 2 27 32 140 8 148

（１）科別進路状況

　　　　科

　区分

建築都
市工学 電子 電気 情報技術 電子機械 機械 計 合

計男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

就
職

学校紹介 18 5 24 1 24 15 2 27 32 140 8 148
縁故自営 2 2 4 4
公 務 員 1 1 2 2
自己開拓 1 1 1
未　　定 1 1 1 1 2

進
学

進　　学 10 6 1 2 19 2 8 1 7 52 4 56
未　　定 1 1 1
計 30 5 31 2 29 36 5 35 1 40 201 13 214

（２）地域別求人企業状況

年　度 県　内
県　外

計
関　東 中　部 近　畿 中　国 その他 小　計

平成30年度 432 374 57 243 241 13 928 1360

平成29年度 410 536 63 163 320 61 1143 1553

平成28年度 315 247 48 108 182 19 604 919

平成27年度 273 236 59 131 128 16 570 843

平成26年度 317 174 28 91 98 10 401 718

※但し、県外の理美容・飲食業の求人は含んでいません。

平成30年度　島根県高等学校総合体育大会成績

学校行事の様子

平成30年度進路状況

令和元年度 島根県高等学校総合体育大会の結果は随時、松江工業高校ＨＰにて公開していますのでそちらをご覧ください。
http://www.matsue-th.ed.jp/

個人２階級で優勝　
インターハイ出場

男子団体
※５年連続27度目の優勝
インターハイ出場
個人 １位 ２位 ３位 独占 インターハイ出場

※全国高校ロボット競技県大会
　１位「叢雲」・２位「颯」
　全国大会へ
※全国高校ロボット競技全国大会
　２チームともベスト３２

※高校生ロボット相撲全国大会
　自立型　「修道館野分」４位
　「修道館舞風」ベスト１６
　ラジコン型「修道館不知火」
　　　　　　　　　ベスト１６

福井国体
少年フリースタイルの部
125Kg級　
第三位　三島慧太

男子団体
33年ぶり４回目の優勝

個人サーブル１位　
インターハイ出場

レスリング部

ソフトテニス部

山岳部

フェンシング部

ものづくり部ロボット競技班 ものづくり部ロボット相撲班

提供 全日本ロボット相撲大会事務局

男
子
総
Ａ
グ
ル
ー
プ 

４
位
（
昨
年
７
位
）

体育祭文化祭
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定時制では生徒たちが様々な経験を通して、勤労観やコ
ミュニケーション能力を習得することを目的に年間二十数
種類の体験学習・講座等を実施しています。その一部を紹
介します。

体 験 学 習
定時制

八
月
～
二
月　

茶
道
体
験
学
習

　

裏
千
家
流
の
島
田
・
三
浦
先
生
を
招
き
一
・
二
年
生
を
対
象
に
行
い

ま
し
た
。
茶
道
の
作
法
を
学
ぶ
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
茶
道
を

通
し
て
礼
儀
を
学
び
、
お
茶
を
振

る
舞
う
側
、
い
た
だ
く
側
そ
れ
ぞ

れ
の
心
得
を
学
び
有
意
義
な
学
習

会
と
な
り
ま
し
た
。

十
二
月　

和
菓
子
体
験
学
習

　

松
江
市
内
の
優
美
堂
菓
子
店
よ
り
、
万
代
様
を
講
師
招
き
、
三
年

生
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。
和
菓

子
職
人
の
仕
事
や
松
江
の
和
菓
子

文
化
に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た
だ

き
、
和
菓
子
作
り
の
実
演
を
受
け

ま
し
た
。
最
後
は
作
っ
た
和
菓
子

を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
二
月
～
二
月　

そ
ば
打
ち
体
験
学
習

　

古
志
原
地
区
高
齢
者
支
援
グ
ル
ー
プ
「
そ
ば
の
会
」
よ
り
講
師
を
招

き
全
学
年
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
と
お

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
高
め
、
人
間
関
係
形
成
・
社
会

形
成
能
力
の
育
成
を
目
的
に
行
い

ま
し
た
。
講
師
の
先
生
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
真
剣
に
聞
い
て
、
一
生
懸

命
に
そ
ば
を
作
り
ま
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

　
「
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
」
に

て
、
食
育
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
向
上
を
目
指
し
、
食
事
の

マ
ナ
ー
に
加
え
て
、
冠
婚
葬
祭
の

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
学
び
大
変
有

意
義
な
講
習
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
コ
ー

ス
メ
ニ
ュ
ー
に
戸
惑
い
を
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
緊
張
が
ほ

ぐ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
料
理

を
完
納
し
て
い
ま
し
た
。

精
・
皆
勤
賞
表
彰

　

一
年
間
の
精
勤
・
解
禁
の
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。

本
年
は
、
精
勤

者
三
名
・
皆
勤

者
六
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

県
定
通
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
・
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
・
柔
道
部
全
国
大
会
へ

〔
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
〕

　

決
勝
戦

　
　

松
工　

98
―
42　

宍
道
高
校

駒
澤
体
育
館
で
行
わ
れ
る
全
国
大

会
出
場
権
を
獲
得
（
４
年
連
続
）

〔
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
〕

　

決
勝
戦

　
　

松
工　

２
―
４　

宍
道
高
校

千
葉
サ
ニ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
行

わ
れ
る
全
国
大
会
出
場
権
を
獲
得

〔
卓
球
部
〕

　

予
選
リ
ー
グ

　
　

本
校　

０
―
２　

宍
道
高
校

　
　

本
校　

０
―
２　

浜
田
高
校

〔
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
〕

　

予
選
リ
ー
グ

　
　

小
玉　

０
―
２　

宍
道
高
校

　
　
　
　
　

２
―
０　

浜
田
高
校

　
　

小
池　

０
―
２　

浜
田
高
校

　
　
　
　
　

２
―
１　

宍
道
高
校

〔
柔
道
部
〕

　

県
大
会
は
対
戦
相
手
が
無
く
行
わ

れ
な
か
っ
た
が
、

90
㎏
級
と
75
㎏
級

の
二
名
が
、
講
道

館
で
行
わ
れ
る
全

国
大
会
の
出
場
権

を
獲
得
。

定時制卒業生会 定時制卒業生会では、母校在校生の修学を激励することを目的に、援助を行っ
ています。
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リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た
八
澤
さ
ん
の
民
謡
は
玄

人
は
だ
し
＃
～
毎
回
の
事
皆
さ
ん
シ
～
ン
と
聞

き
ほ
れ
た
。
最
後
に
全
員
で
恒
例
の
校
歌
斉

唱
、
万
歳
三
唱
、
田
部
さ
ん
の
お
礼
の
言
葉
で

閉
会
と
し
た
。

　

今
年
度
は
総
会
案
内
状
６
０
８
枚
に
対
し
、

３
０
１
枚
の
返
信
回
答
が
あ
っ
た
。
高
齢
化
が

進
ん
で
返
信
コ
メ
ン
ト
も
『
体
調
不
良
で
残
念

な
が
ら
欠
席
し
ま
す
』
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
出
席
で
き
な
く
て
も
返
信
が
あ
る
方

は
、
母
校
と
繋
が
る
工
窓
会
の
生
会
員
だ
と
受

け
止
め
て
い
る
。
そ
の
返
信
コ
メ
ン
ト
を
全
て

載
せ
た
30
ペ
ー
ジ
程
の
総
会
用
の
冊
子
を
作
り

出
席
者
に
配
っ
て
い
る
。
少
し
で
も
動
向
が
分

か
り
横
の
つ
な
が
り
が
出
来
れ
ば
と
願
っ
て
い

る
。
元
気
な
皆
様
に
は
ド
ン
ド
ン
出
席
頂
き
た

い
。
こ
の
会
が
後
に
続
く
生
徒
諸
君
の
絆
に
繋

が
る
事
を
願
い
、
今
後
も
役
員
一
同
一
層
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

美
様
に
い
た
だ
い
た
。
最
近
の
学
校
情
報
や
生

徒
諸
君
の
活
躍
振
り
、
故
郷
島
根
の
ニ
ュ
ー
ス

等
、
一
年
振
り
の
興
味
深
い
お
話
を
い
た
だ
い

た
。
そ
の
後
、
会
計
報
告
（
田
部
さ
ん
）、
監

査
報
告
（
津
山
さ
ん
）
と
進
み
、
拍
手
で
も
っ

て
承
認
頂
い
た
。
最
後
に
『
島
根
と
全
国
の
掛

け
橋
・
遣
島
使
』
か
ら
県
事
務
所
で
準
備
頂
い

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
紹
介
と
特
典
付
島
根
カ
ー

ド
を
配
っ
て
、
お
知
り
合
い
に
島
根
県
Ｐ
Ｒ
を

お
願
い
し
て
第
１
部
終
了
。

　

第
２
部
の
司
会
は
人
気
者
・
女
性
の
福
川
さ

ん
、
今
年
は
特
別
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

で
ス
タ
ー
ト
！
枚
方
市
で
活
動
中
の
金
管
バ
ン

ド
メ
ン
バ
ー
（
５
名
）
に
お
願
い
し
て
の
企
画

で
す
。
会
員
平
均
年
齢
75
歳
に
も
親
し
み
の
あ

る
曲
を
選
ん
で
も
ら
っ
て
の
迫
力
あ
る
演
奏
～

＃
～
、
ア
ン
コ
ー
ル
曲
は
突
然
の
松
工
校
歌
生

演
奏
～
＃
～
（
事
務
局
長
大
本
様
サ
プ
ラ
イ
ズ

画
策
で
メ
ン
バ
ー
が
内
密
で
練
習
し
た
ら
し

い
）
こ
れ
で
一
気
に
場
が
和
ん
だ
。

　
『
乾
～
杯
！
』
は
最
先
輩
Ｓ
29
年
卒
の
森
幹

夫
さ
ん
。
そ
の
後
は
歓
談
・
会
員
交
流
の
中

で
、
初
め
て
参
加
の
新
人
を
紹
介
し
て
『
ひ
と

言
ス
ピ
ー
チ
』
を
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
事

務
局
長
大
本
様
は
松
工
卒
業
生
で
あ
り
、
当
時

は
強
豪
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
在
籍
だ
っ
た
事

が
知
れ
て
更
に
話
が
弾
ん
だ
。
そ
し
て
、
特
に

　

近
畿
松
江
工
窓
会
は
、
平
成
30
年
度
で
創
立

１
０
０
周
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
学
校
長
大
賀
美
周
作
様
、
工
窓
会
会

長
田
中
正
彦
様
、
事
務
局
長
大
本
健
司
様
に
ご

臨
席
い
た
だ
き
、
出
席
者
72
名
で
賑
や
か
に
お

祝
い
を
し
ま
し
た
。

　

受
付
時
間
11
時
よ
り
前
か
ら
ロ
ビ
ー
で
待
っ

て
頂
い
た
方
も
多
数
だ
っ
た
が
、
受
付
は
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
。

　

11
時
半
か
ら
ま
ず
正
常
な
顔
の
内
に
集
合
写

真
撮
影
、
は
～
い
チ
ー
ズ
！
（
カ
メ
ラ
担
当
は

細
田
さ
ん
と
今
岡
さ
ん
）。
第
１
部
は
岩
波
さ

ん
の
司
会
で
、
最
初
に
全
員
で
黙
禱
（
ご
逝
去

者
に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
）。
そ
の
後
、
会
長
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

ご
来
賓
の
祝
辞
は
会
長
田
中
様
、
学
校
長
大
賀

近
畿
松
江
工
窓
会
創
立

１
０
０
周
年
記
念
総
会
を

終
え
て

工窓会東京支部
〒214ｰ0035　神奈川県川崎市多摩区長沢3ｰ17ｰ1

工窓会東海支部
〒468-0045　名古屋市天白区野並境根2006－5－3－103

工窓会雲南支部
〒6９0－2104　雲南市三刀屋町伊萱30ｰ4

工窓会倉敷支部
〒712－8006　倉敷市連島町鶴新田２０５９－１

工窓会広島支部
〒731ｰ0125　広島市安佐南区大町西1ｰ31ｰ12

近畿松江工窓会支部
〒673ｰ0532　兵庫県三木市緑ガ丘町中3ｰ9ｰ13

工窓会支部総会 工窓会報掲載案内

東京支部総会
日時：10月26日〔土〕
場所：アルカディア市ヶ谷
　　　（千代田区九段北4-2-25）

東海支部総会
日時：10月５日〔土〕
場所：キャッスルプラザ
　　　〔名古屋市中村駅4-3-25〕

近畿支部〔近畿松江工窓会〕総会
日時：11月17日〔日〕
場所：大阪東急REIホテル

倉敷支部総会
日時：７月27日〔土〕
場所：レストラン〔スワン〕

広島支部総会
日時：11月30日〔土〕
場所：ワークピア広島〔予定〕

カナツ技建工業支部総会
日時：７月上旬予定
場所：未定

工
窓
会
支
部
だ
よ
り

近
畿
松
江
工
窓
会
（
工
窓
会
近
畿
支
部
）

会
長
　
三
澤
　
正

オープニングコンサート

工窓会会長田中正彦

支部長（会長）あいさつ

校歌斉唱

総会 八澤さん民謡
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